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自傷 ・他害の欲求と経験 に関する臨床心理学的研究

石 光 美 紀

【要 旨】

本研究 の 目的は、 自傷 ・他害 の形成過程 について、親子 関係及 び心理的要因に焦点 を当てて調査 ・検討す ること

であ る。 自傷 ・他害は、その方 向性が大 き く異 なる とはいえ、いずれ も 「生命 を傷 つける」 とい う点 で共通 してお

り、そ うい った現象の背後には 「生」 に対時する 「死」への力が働 いているこ とが推測 される。そ こで、EFromm

(1965)の 「生への愛好(バ イオ フィリア)・ 死への愛好(ネ クロフィリア)」 の概念 に注 目 し、彼の記述 に基づい

てバ イオフィリア ・ネ クロフ ィリア尺度(BP・NP尺 度)を 作成 した。 さらに、質問紙法 を用いてBP・NPと 親子関係

及 び自傷 ・他害 との関連 を検討 した。 その結果、 自傷 と他害 の間 には正の相関があ り、 それ らは相補 的な関係 にあ

るのではな く同時 に存在する傾 向にあると考 えられた。さ らに、両親の情 緒的支持が低 く統制が強い場合、つ まり

両親が処罰的 ・支配的で愛情に欠けている場合、子 どものネクロフィラスな傾 向が 強ま り、 自傷 ・他害 に至 る可能

性が高い ことが 明らか となった。また、両親 の情緒的支持 は子供のバ イオ フィラスな傾 向を育て、その ような子供

には自傷 ・他害 の発生が少ないこ ともわかった。以上 より、臨床的 には、 クライエン トが情緒的支持 や暖か さを感

じられる ような母性 的ケアを中心 とす ることが 自傷 ・他害の治療に有効であるこ とが示唆 された。

1.は じめに

人 は その人 生の 中で 、誰 か を傷 つ け、 また誰 か に傷 つ け られ なが ら生 きてい る。 そ して、 さら には 自分

自身 を傷 つ ける こ と もあ る。 受 けた傷 の 多 い人 に とって は、 人生 は苦 痛 と不信 に満 ち た苦 い旅 と な り得 る

し、 ま たそ れが癒 された と感 じる経験 が あ れば、 再 び人 生 を信 頼 し直 す こ とが で きる のか もしれ ない。心

の病 に悩 む人 々 の多 くは 過去 に何 らかの 形で 傷つ い た経 験 を持 って お り、時 にはそ の経 験が 人生 を支 配 す

る ほ どの影響 力 を持つ 場 合 もあ る。 そ うす る と、 傷 つ けた り傷つ け られた りす る経験 は人生 の 中で非 常 に

重 要 な 出来事 で あ り、 人 を理解 す る上 で も、他 者 か ら受 け た傷、他 者 に与 えた傷 につ いて 関心 を寄せ るこ

とは不 可 欠 な もの であ る と思 われ る。

そ れで は、 ど う して人 は他 者 や 自分 を傷 つ けるの で あろ うか。 傷 つ ける力 の大 小 や方 向性 は個 人 に よっ

て明 らか に異 なって い る。そ う した違 いは どこか ら生 じる ので あ ろ うか。他 者 に対 して ひ ど く傷 つ け る傾

向 のあ る人 もい れ ば、 自分 自身 を 自 らの手 で傷 つ ける人 もい る。 しか し、 これ ら自傷 ・他害 は心 と身体 を

含 めた 「生命 」 を傷 つ ける とい う点 で類 似 してお り、 いず れ も 「生」 と 「死 」 の問題 に深 く関わ ρて いる

よ うに思 わ れ る。

それ では 、 同 じ 「生 命 を傷 つ け る」 行 為 で あっ て も、 自傷 と他 害 で その対 象 が異 なるの は何 故 であ ろ う

か。 これ まで 自傷 と他 害 を関連付 けた実 証 的 な研 究 はな され てお らず 、一般 的 に他 害 が反 転 して 自傷 に至

る と言 われ てい る過程 につい て も明 らか に され て いな い。 そ こで 、本 研 究 で は 自傷 ・他 害 の類似 点 と相 違

点 につ いて検 討 し、両 者 の形 成過 程 を探 索 す る こ とを目的 とす る。 ま た、特 に 自己保 存 と矛 盾 す る ご と く

に思 わ れる 自傷 の発 症 につい て考 察 を深 め たい。

2.自 傷 ・他害の臨床的特徴と形成要因

1)定 義 と種 類

まず 、自傷 とは 自己 の肉体 の 一部 を傷 つけ る行為 で あ る と定 義付 け られ てい る。自殺 企 図 を始 め と して、

手首 、顔 面 、胸部 、 陰部 な ど傷 つ け る行為 が あ り、Lesch・Nyhan症 候 群 で は、 自分 の 口唇 、 口腔 粘 膜 、舌 、

指先 な どを噛み取 る特 異 な 自傷行 為(自 咬 行為)が み られ る。 トリコチ ロマ ニ ア(抜 毛癖)も 一種 の 自傷

と言 え よう。知 的障 害で は、 自分 で 自分 の頭 を叩 く、 皮膚 を掻 きむ しる、 頭 を壁 や コ ンク リー トの床 にぶ
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つ け る、 な どが 見 られ る し、 自 閉症 で も自傷 が散 見 され る。小 児期 に発 症 す る習 癖 異 常(habitdisorder)

の 中 に も、打 頭 、叩 頭、 目や肛 門 を突 く、皮 膚 をつ つ い た り掻 きむ しる、 な どが あ る。 また、 飲酒 や喫 煙

な どの健 康 を損 な う危 険性 の高 い嗜虐行 動 は広 い意味 で の 自傷 行 為 と考 え る ことがで き よう。本 研究 で は、

従来 の 自傷 の 定義 を筆 者 な りに発 展 させ 、 「自 らの生 命 や 身体 を傷 つ け る、 また は 自 らの生命 や 身体 を危

険 に さらす行 為」 を もって、 自傷 の定義 とす る。

次 に、他 害 につい てで あ るが、これ は他者 の生 命 や 身体 に故 意 に危 害 を加 える行為 とい うこ とがで きる。

犯 罪 や非行 に関 す る もの の多 くが 当 て は まるが 、例 えば、暴 行 、傷 害、 強姦 、殺 人 な どは直 接 的 に他 者 の

身体 や心 を深 く傷 つ け る もの で あ る。暴 走、 放 火、 盗 み、器 物 破損 な どは、 間接的 に他 者 に被 害 を与 え る

もの と して他 害 の類 に含 め られ る し、 グル ー プの一 員 に対 す る無視 、言 葉 の暴 力 な どは、故 意 の上 で他 者

を心 理的 に傷 つ け る ことか ら他 害 に属 す る と考 え られ る。 さらに、 動物 い じめ や動 物殺 しは、 人 間で は な

く動 物 を対 象 と して い るが、攻 撃 が 自己 で は な く他 の生 命 に対 して向 け られ た もの で、 他害 の 一種 で あ る

と言 うこ とが で きよう。 そ こで本 研 究 で は、 他害 を広 義 に捉 え、 「心 理 的 ・身体 的 に他 者 また は他 の生 命

を傷 つ け る行 為」 と して 定義 す る。

2)形 成 要 因

自傷 ・他害 の形 成 に関 して は、 社 会 ・環境 的要 因 、生 物 学 的要 因、 心理 学 的 要 因 な ど、 様 々 な要 因が 存

在 す るが 、本研 究で は特 に親 子 関係 に よる要 因 と心理 的要 因の二 側面 に焦点 を当て、ま とめ るこ とにす る。

◆ 親 子関係 に よる要 因

まず、 自傷 の 子供 に見 られ る親 子 関係 につ いて述 べ てみ た い。手 首 自傷 者 の親子 関係 につ いて は、安 岡

(1996)が 「過去 に見 捨 て られ た体 験 や拒 否 、剥 奪 、排 斥 が み られ 、幼 少期 よ り母 親 との 関係 が不 安定 で

あ っ た こ とが 多 い」 と述 べ て い る。 また 、堤(1994)も 、手 首 自傷 の症 例 に共 通 す る もの と して、1)幼

少 時 にあ る程 度 の愛 情剥 奪体 験 が あ る こ と、2)幼 少 時 に親 か らの愛 情 を受 け るこ とを 自ら禁 じた生活 を

余儀 な くされ て きた こ と、 を挙 げ てい る。 自傷 的 な習癖 異 常 の うち、特 に抜毛 癖 は、 愛情 喪失 とい う母子

関係 の基 本 的 なつ なが りの 障害 で あ り、 幼児 期 の母 子 関係 が何 らか の理 由で情 動剥 奪 の状 態 に され た こ と

か ら起 因 す る と言 われ てい る(塚 本,1981)。 また、 大原(1990)は 、教 師 が子供 た ち に厳 しい姿 勢 を と

る と、子 供 た ちは お とな しくなるが 、心 身症 や神経 症 が 多 くな り、 自殺 も頻発 す る よ うに なる、 と指摘 し

て い る。

他 害 と親子 関係 につ いて は、我 が 国 の法務 省 特別 調査(1976)の 結 果 では 、非行 少 年 の親 の養育 態度 の

大半 は放 任 で あ り、 溺愛 ・過 保護 及 び厳 格 ・過 干 渉 が これ に次 いで い る。最 近 の研 究 では 、非行 少 年 の男子

で は愛情 供給 的 な両 親像 に乏 し く、 女子 で は操 作 ・侵 入的 な両 親像 が 強い とい う指摘 があ り(辻 井 ・中島,

1995)、 家庭 へ の感情 、 しつ けへ の反応 と して、 「親 か ら愛 され てい ない」、 「親が厳 しす ぎる」 な ど、愛情

の 不足 と厳 格過 ぎる こ とが 中高 生の 非行 群 の答 え に多 い とい う調査 結果 もあ る(麦 島,1990)。

以上 、 自傷 ・他害 の行 為者 とそ の親子 関係 につ い ての特 徴 をま とめる と、概 ね 支配 的 、攻 撃的 、拒 否 的

な母親 像 と、 影 の薄 い 父親像 が浮 か んで くる 。愛 情剥 奪 とい う点 で は 自傷 ・他 害 に お け る両 親 の イ メー ジ

は類似 してい るが 、他害 者 にお け る両親 の 方 が よ り攻 撃 的で 支配 的 であ る と言 え よ う。 親の 子供 に対 す る

態 度 が情緒 的支 持 や愛情 に欠 けて い る と、 子供 は基本 的 な信頼 感 や安 定感 を得 る こ とが で きず、 一方 で絶

えず 空虚 感 や不 安 、緊 張 を抱 くよ うに な り、 そ こか ら逃 れ よう と して 自傷 に至 る と考 え る こ とが で きる。

ま た、拒否 的 で攻 撃 的な両 親 に育 て られ た子 供 は、両 親 を代 表 とす る他 者 に対 して 、意 識 ・無意 識 的 に深

い憎悪 や怒 りの感情 、欲 求不 満 を蓄 積 させ 、 その攻 撃衝 動 が様 々な他 害 、す な わち近 親 者 を始め とす る他

者 を傷 つ け る行 為 を引 き起 こす 要 因 とな る こ とが推 察 で きるで あ ろ う。

◆ 心理 的要 因

自傷 をす る者 に共 通 す る心 理 的要 因 を ま とめ る と、以 下 の よ うな もの が あ る。そ れ らは、1)孤 独 で あ

る こ と、2)未 熟 で情緒 が 不安 定 、3)葛 藤 や 欲求 不 満 に対 す る耐 性が 低 い 、4)被 害 的 かつ攻 撃 的 とな り

やす く、それ が外 に向 か う と破壊 的 行動 、内 に向 か う と抑 うつ及 び 自己破壊 行動 とな る、等 の特 徴で あ る。

この よう に、 対象 喪失 を起 こ しや す く、 しか も攻 撃性 を内外 にあ らわ しやす い人 が増 えてい るこ とが、 自
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己破 壊性 へ の親和 性 と傾 斜 が高 まって い る こ との 要因 と思 わ れ るので あ る。

非行 の 心理 的 要 因 につい ては 、井 上(1980)が 、 「精 神 薄 弱1)、 精神 病(分 裂 病 、 て んか ん、 躁状 態 な

ど)、 精 神病 質 」 を挙 げて い る。 また 石川(1991)は 、家 庭 内暴 力 を発 症 す る少 年 の性格 につ いて 、 「幼 児

か らい わ ゆ る良 い子 で 第一 反 抗期 が見 られ ず、 人 に気 遣 う優 しい子 と見 られ る。 その 反面 、 内心 は小 心 、

過敏 で不 全感 を抱 き、完 全癖 や強 迫的傾 向が 強 く、物 事 に拘 泥 しやす く、柔 軟性 に乏 しい。 その上 、 わが

ま まで 自己主張 が 強 く、情緒 的 に未熟 で忍 耐力 が 弱い とい う 『幼児 的 心性 』 を持 つ」 と指摘 してい る。 以

上 の よ うに、他 害 の行為 者 に共 通 す る心性 と して 、耐 性 の弱 さや社 交性 の な さ、 自己中 心性 に現 れ る未 熟

性 、欲 求不 満 や不 全感 の蓄 積 な どが挙 げ られ る。 なお、 これ ら他 害 の心 理 的要 因が 、先 に述 べ た 自傷 のそ

れ と似通 って い る ことか ら も、 自傷 ・他 害 の現 象 の背後 に何 らか の共通 項 が存在 す る ことが推 測 され る。

3)治 療

手首自傷者に対 して、安岡は、「治療関係の確立が困難である。治療への動機があいまいで、治療者と

の共同作業ができにくく、 しかも衝動的破壊行為を起こしやすい。難治例ほど、厳 しくて支配的で神経症

的な母親と、無力で影の薄い父親という家族特徴が見られる。治療は、基本的には支持的精神療法を中心

に、薬物療法なども併用し行 うが、おおむね予後は良いものが多 く、ほとんどの症例では自傷行為が止ん

でいる」と述べている。

犯罪者 ・非行少年においては、治療開始前に治療者に対 し不満 ・反感 ・攻撃 ・ひがみなどの感情態度を

持っているため、治療関係に入ることを拒否していることが多い。治療者 も、過度の同情 ・共感、あるい

は政治的同一化 ・非難 ・軽蔑 ・指導教訓的態度などを持ちやすい。このように、非行においては治療関係

に入る以前から転移と逆転移が存在 し、強度に持続することが特徴である。また、治療の技法について石

川は、①少年と一対一で面接する、②治療者が少年に丁寧に話 しかける、③緊張をほぐす、④医学的診察

と治療を行う、⑤家族と協力する、という点を挙げている。本人が治療を固く拒否している場合は、親と

の面接から開始されることが多 く、石川は 「親を通 じて本人の治療へ進展 して行 く方法」を多数例に対 し

て試み、好結果を得たとしている。

要するに、自傷・他害を含めた子供の問題は家族全体や家族相互の関係の中に潜んでいる問題の現れで

あり、子供の治療は家族全体で取り組む必要があると考える研究者は多い。しかし、親子の問題が原因で

自傷 ・他害を犯すに至ったという理解はおそらく間違っていないだろうが、親を 「悪者」にして終わるこ

とが多 く、いたずらに自体を硬直させてしまうという危険もある。したがって、治療にあたっては、自

傷 ・他害の背景にある親子関係の葛藤、またそれらが訴えかけてくるテーマを読み取って行くことが要と

なってくるのではないだろうか。

3.自 傷 ・他 害 の心 理 とバ イ オ フ ィリ ア ・ネ ク ロフ ィリ ア

1)生 命 を傷 つ け る力

◆ 自傷 の心理 ・他 害 の心 理

自傷 者 に共 通 す る心理 と して、 片時 も満 た され る ことの ない 「虚 無感 」 や 「孤 独感 」、 自分 は何 の役 に

も立た な い とい う 「無力 感」、 自己の存 在 その もの に対 す る 「不確 か さ」 が あ る と考 え られ る。 自傷 者 は、

自傷 を行 う こ とに よってか ろ う じて 自己 の存在 を確認 し、 コ ン トロール して 一時 的 な安 心 を得 てい るの で

あ ろ う。 自傷 の心理 の背 後 に は憎 しみ や怒 りもまた 隠 され てい る。牛 島(1979)は 、 手 首 自傷 と家庭 内 暴

力 は しば しば混 在 して お り、両 者 に は共通 した精神 力 動 があ るので は ない か と推 察 してい る。筆 者 は、 自

分 を見捨 てた他 者 に対 す る強烈 な怒 りと、 そ れ を表現 す る こ とに よって さ らに見 捨 て られ る こ とへ の恐 怖

の葛 藤 の 中で 、 自傷 が生 じる ので は ない か と考 えて い る。 自傷 には、 母親(を 代 表 とす る他 者)を 憎 んで

い る 自分 を罰 す る とい う意味 と、 自分 を傷 つ け る こ とで 間接 的 に他 者 を傷つ ける とい う意味 が あ るの では

ないだ ろ うか 。いず れ に して も、 自傷 は救 い ようの ない 虚無 感や 怒 りか ら一 時 で も自 らを解 き放 つ こ との

で きる究 極 的手段 であ り、魂 の 「叫 び」 で あ る と言 え よう。
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一方
、殺 人者 は、事 実 であ るか否 か は別 と して、他 者が 常 に自己 の存在 を認 めず 、侮辱 しつづ けてい る

と感 じて い る。彼 らは極 度 に 自尊心 が 強 いた め に、 自分 を無 視 し、軽 蔑 してい る他 者 を、人 間 で はな く虫

け らや野菜 とい った取 るに足 らない 「物 」 と思 い込 み、 自分 の犯 行 を正 当化 しよう とす る。 しか し、別 の

言 い方 をす る と、彼 らの犯 行 は、 自己の存 在 を認 め られ ない 人 間、 また 、 自己 を表現 す る手段 や機 会 を持

たな い人 間が選 んだ、 自己の存 在 を確認 す る最 も劣 悪 な手段 で あ る と言 え よう。

◆ 自傷 ・他 害 の類似 点

先 に、自傷 ・他 害 の心理 につい て述 べた が、両 者 の間 に は幾 つ か の類似 点 が挙 げ られ る。そ れ は、まず、

① 自己 の存 在 の虚無 化 で あ り、 自己の存 在 が抹 消 されか けて い る とい う こと、② 自分 を拒 否 した他 者 に対

して強 烈 な怒 りや憎 しみ を蓄積 させ てい る こ と、③ 自分 や他 者 の 「生命 」や 「存 在 」 を コ ン トロ ール した

い とい う強 い欲 求 を感 じてい る こ と、④ 自傷 ・他 害 を行 うこ とに は 「自己 の存在 を確 認 す る」 とい う意 味

が含 まれ てい る こ と、 が挙 げ られ る だろ う。 自傷 ・他 害 を行 う者 は 、 自己や他 者 の 生命 を傷 つ け、 危険 に

さ ら し、破壊 して、 それ を 「死 」 に近 づ ける こと に よって、 逆 に 自己の 「生 」 や 「力」 を確 認 してい るか

の よ うで あ る。つ ま り、 自傷 ・他 害 は、 自他 の違 い はあ るが 、 いず れ も 「生 命」 に対 して加 え られ る 「暴

力 的 ・破壊 的 行 為」 であ り、 もっ と言 え ば、 「生 を抹 殺 す る行 為」 で あ る と言 うこ とが で きる か も しれ な

い 。 そ こで、筆 者 は その ような 自傷 ・他 害 の性 向が 、次 に述 べ る 『ネ ク ロフ ィ リア』の性 向 に極 めて近 い

もの では ない か と思 い至 った。

2)バ イ オ フ ィ リア ・ネ ク ロ フ ィ リア

これ まで見 た よ うに、 自傷 ・他 害 は両者 と も生 と死 の問題 に深 く関 わ ってい る と思 われ る。 そ れ らは 自

己及 び他 者の 生命 を傷 つ け、 あ たか も死 と戯 れ てい るかの ように見 えるが 、一 方で は自己 の存 在 の確 認 の

よ うな生 への執 着 と も言 える心理 が見 出 され る。 自傷 ・他 害 の心理 の背 景 に は生 と死 の葛藤 が 絶 えず見 え

隠れ してい る。 そ こで 、本研 究 で はEFrommの 「生 へ の愛 好(バ イ オ フ ィリア)と 死へ の愛 好(ネ ク ロフ

ィ リア)」 の理 論 を取 り上 げ、 特 にネ ク ロ フ ィ リアが 自傷 ・他 害 の背 後 に共通 す る心性 で あ る とい う仮 定

に基 づ いて論 を進 めた い と思 う。

◆ ネ クロ フィ リア

E.Frommは 、 その著 書TheHe賦ofMan「 悪 につい て」(1965)の 中 で、生 に対抗 して向 け られ 重症 の精

神 病 の核 心 とな り、真 の悪 の本 質 とも言 うべ き性 向の 一つ と して ネ ク ロフ ィ リア(死 へ の愛好)を 挙 げ て

い る。 この用 語 は一 般 的 には性 的倒 錯 の一種 で あ る屍体 愛 好 を表 す。 そ こで 、Frommは ネク ロ フ ィ リアの

概 念 を発 展 させ 「生 を憎 み死 を愛好 す る」 と定 義 して 、 ネク ロ フ ィラス な人 間 を記 述 してい るが 、筆 者 な

りにそ の特徴 を ま とめ る と以 下 の ように なる。 ネ ク ロフ ィラス な人 の特徴 は力 に対 す る その 人の 姿勢 で あ

り、 そ の力 とは人 間 を屍 体 に変 貌 させ る能力 であ る。死 を愛好 す る者 は必 然 的 に力 を愛好 し、殺 し得 る力

と、殺 す こ とに喜 び を感 ず る気 持 ちを持 って い る。彼 の最 大 の 目的 は生 を破壊 す る こ とで あ る。彼 は また 、

生長 しない ものや機 械 的 な もの をす べ て愛 す る。 そ して、 有機 体 を無機 体 に変 貌 し、 生 きて い る もの を物

体 であ るか の ように機械 的 に接 したい とい う欲 望 に駆 られ る。あ らゆ る生 命過 程 、感 情 、思 考 はすべ て 物

体 に変貌 され る。彼 は支 配 を愛 し、支 配 しよ うと して生 を抹殺 す る。生 を統 御 し得 る もの とす るた めに は、

生 は死 に変貌 され ね ばな らな い。 ネ クロ フ ィラス な人 は また 、暗 闇 と夜 に魅 了 され 、子宮 の 暗闇 、 さ ら に

は無 生物 的 ・動 物 的 な存 在 の過 去 に戻 ろ う とす る。 そ して、機 械 装置 を生 命 を持 つ もの よ りも愛 す る。 人

間 に接 す る態 度 は知 的 ・抽象 的 で あ る。 物体 として の人 々、即 ちそ の人 た ちの共 有財 産 、大 衆行 動 の統 計

的法 則 な どに 関心 を持 ち、生 きた個 人 に対 して は 関心 を持 た ない 。 それ故 、機 械 的 な もの に魅せ られて 生

に無 関心 とな り、遂 には死 と全 面的 な破壊 に惹 かれ る ように なる ので あ る。

以 上 、ネク ロ フ ィ リア の特徴 を一 言で 表 す と、殺 害 の願 望、力 の崇 拝、死 と汚 物 とサ デ ィズ ムへ の執着 、

秩 序 に よって生 物 を無 生物 に変 貌 したい願望 、 破壊 を愛 す る性 向 と言 う ことが で きる。Frommは 、子 供 が

ネ ク ロフ ィラ スな傾 向 を発達 させ る条件 と して、死 を愛 好 す る人 々 の間 に育 つ、 激励 の 欠如 、激 しい驚 き

と人 生 を紋切 り型 に し、 くそ面 白 くな くす る諸 条件 、端 的 にかつ 人 間的 関係 に よ り決 定 され な い機 械的 な

秩序 な どを列 記 してい る。
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◆ バ イ オ フィ りア

Frommは 、 先 のネ ク ロ フ ィリア に対 してバ イ オ フ ィラス な傾 向 につ いて も記 述 して お り、 それ を筆 者 な

りに ま とめ る と、以 下 の よ うにな る。バ イオ フ ィリアの 本 質 は死 を愛 す る もの とは対照 的 に生 を愛 す る こ

とであ る。 深 く生 を愛す る人 は、 あ ら ゆる所 に見 られ る生 と生長 の過 程 に惹 きつ け られる 。彼 が形 成 し、

影響 を した い と思 うの は、愛 情 、理 性、 自 らの 範 に よって であ っ て、力 で もな く、 物 を寸 断 した り、官 僚

的態度 で 人 間 を物 体 の ご と く支 配す る こ とに よってで は ない 。彼 は生 命 と生 命 現象 すべ て に喜 び を見 出 す。

また 、Frommは バ イ オ フ ィ ラス な傾 向が 育 つ 条件 と して、 「最 も重 要 な条 件 は そ の子 供 が 生 を愛 好 す る

人 々 と と もに在 る とい うこ と」 と述べ 、 「生 を愛 好す る こ とは死 を愛 好 す る こ と と同 じ よう に伝 染 しや す

い」 と してい る。 彼 に よる と、思 想 よ りも身振 りで 、 言葉 よ り も声 の調 子 で それ は表 現 され る。そ して、

「幼児 期 に常 に他 の人 た ち の暖 か い愛 情 に触 れ る こ と、 自由 であ る こ と、脅 威 の な い こ と、 説教 よ りは実

例 に よって 内的 な調 和 と強 さを導 く原理 を教 え込 む こ と、生 きる術 の指 導 、他 人 に激励 され、 そ れ に反 応

す る こ と、本 当 に楽 しい生 活 の方法 」 を挙 げ て、バ イ オ フ ィラス な傾 向 の発 達 に特 に必 要 な条 件 であ る と

してい る。

以 上、 バ イ オ フ ィリア とネ ク ロ フ ィリアの特 徴 につ い て記 述 して きた が、Frommは 次 の ように も述べ て

い る。大 抵 の人 は両 者 を併 せ持 ってお り、 大切 な のは この二 つ の傾 向 の うち、 どち らが優 勢 であ るか とい

う ことであ る。 ネ ク ロフ ィラス な傾 向 が優位 を占 め る人 々は次 第 に 自己 に内在 す るバ イ オ フ ィラス な側 面

を殺 してい く。 彼 らは 自分 の ネ クロ フ ィラス な傾 向 に気 づ かず 、 自分 の心 を硬 化 させ て 、 自 らの死 へ の愛

好 を経験 に即 した論 理 的 かつ合 理 的反応 で あ るか の ご と く考 え行動 す る。 つ ま り、 その人 が 自らの ネク ロ

フ ィラス な傾 向 を どの程 度 意識 してい るか を理解 す る こ とが 大切 で あ る。

◆ 自傷 ・他 害 との関係

筆 者 は、 これ らのFrommの 記 述 にあ る ネク ロ フ ィラス な傾 向 こそが 、 ま さに 自傷 ・他 害 の背 景 となる心

性 で はない か と推察 す る。 自傷 ・他 害 の現 象 は、両 者 と も 「生命 を傷 つけ 、破壊 する」行 為 だか らで あ る。

自傷 ・他 害 が行 わ れ る心理 の背 後 には、少 なか らず 「生 命 を抹 殺 し無 機物 に変貌 させ る」 ネ クロ フィ ラス

な傾 向 が発 達 して い るの で はない だ ろ うか。 さらに筆者 は、増 大 したネ ク ロ フ ィラス な傾 向 と僅 か に残 さ

れ たバ イ オ フ ィラス な傾 向の 混在 した中 で、 自傷 ・他 害が発 生 す る ので は ない か と考 える。 なぜ な ら、 自

傷 ・他 害 を行 う者 に おい て は、 自 らの存在 は 虚無化 し、 その行 為 は 自分 や他 者 を 「死 」 に近 づ ける もだ か

らで ある。 また、他 害 にお いて は、人 間 はあた か も生 命 を持 た ない 「物 」で あ るかの よ うに扱 われて い る。

これ らの心 的状 態 は ネ クロ フ ィラス な傾 向 と非 常 に よ く似 て い る。彼 らは、 自分 の存 在 を認 め ない現 実 や

自分 を拒 否 してい る他 者 に対 して強烈 な怒 りを覚 え、何 の役 に も立 た ない 自分 や、 自分 を軽 蔑 した他 者 を

抹殺 しよ うと して い る と も言 える。 そ して、 崩壊 寸前 まで希 薄化 した 自己 の存在 を、 自傷 ・他 害 を行 う こ

とによ って確認 しよう と してい るの で はない だ ろ うか。 それ らの 自己確 認 は生へ の執 着 で あ り、 彼 らは 自

傷 ・他 害 を行 って い る時 に のみ 、 「生 き生 き と した」 感情 を体験 で きる かの よ うで あ る。 そ こで はバ イ オ

フ ィラス な傾 向 が元 来 の性 向 か ら変 形 され、 縮小 ・歪 曲化 された 形 とな って現 れ て い るの か も しれ な い。

いず れ に しろ、 自傷 ・他 害 の傾 向 にあ る者 はネ ク ロフ ィ ラス な傾 向 が極 端 に毘 大 して お り、 反対 にバ イ オ

フ ィラス な傾 向が 倭小 化 されて い る可能 性が 高 い と考 え られ る。 よっ て、本 調査 で は これ らを実証 す るべ

く、Frommの 記 述 に基 づ い て 「バ イオ フ ィリ ア ・ネ ク ロ フィ リア尺度(以 下 、BP・NP尺 度 と略 記)」 を作

成 し、 自傷 ・他 害 との関係 を検討 す る こ とに した 。

4.質 問紙調査の概要

1)目 的

筆 者(2000)はE.Frommの 記 述 と先 行研 究 に基 づ いてBP・NP尺 度 原 版 を作 成 した。 因 子分 析 に よ って 、

BPの 下 位 尺 度 に 「生 命 感 の 充 実 ・希 望 」、 「連 帯感 」、 「自然 的共 生」 が 、NPの 下位 尺 度 に 「生命 感 の 喪

失 ・絶望」、 「断絶 感」、 「機械 的 支配 」 の因子 が見 出 された。 本調 査 で は、 新 た な項 目 を追 加 して 因子決 定

を行 い、 尺 度 の完 成 を 目指 した。 そ して 、 自傷 ・他 害 の欲 求 及 び経験 の実 態調 査 を実施 し、 自傷 ・他害 、
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親 子 関係 の認 知 、BP・NPの 、 そ れぞ れの 関係 を明 らか にす るこ とを試 みた 。

2)調 査 対 象 と調 査 時 期

18才 以 上 の青 年308名(男 性122名 ・女 性186名 、平均 年齢21.75歳)に 、1999年9月 ～11月 に集 団で 実施

した。

3)方 法 ・質 問 紙 の 構 成

辻 岡 ・小 高(1994)の 親子 関 係(EICA>診 断尺 度(全24項 目 ・5件法)

BP・NP尺 度(BP尺 度25項 目+NP尺 度25項 目の計50項 目 ・4件法)

自傷欲 求 ・自傷経 験 ・他害 欲 求 ・他害 経験 につ いて の質 問項 目(軽 度 ～重 度 ・各20項 目 ・4件法)

項 目例)軽 度 自傷:痛 み を感 じるほ ど爪 を噛 む 重度 自傷:自 殺 企 図

軽 度他 害:同 級 生 を仲 間外 れにす る 重度 他 害:暴 行

5.結 果 と考察

1)尺 度 の 作 成 ・修 正

予 備調 査 で 改訂 した親子 関係 診 断 尺 度(EICA)成 人版 は、 因 子分 析 の 結 果 、従 来通 り、 情 緒 的支 持 、

自律 性 尊重 、 同一 化 、統 制 の四 つ の因子 が抽 出 され た。信 頼 係数 はいず れ の 因子 も0.80以 上 であ っ た。各

尺度 の合計 点 と尺度 内の項 目の相 関係 数 は概 ね0.7～0.8で あ り、 いず れ も1%水 準 で 有意 であ っ た。 した が

って、 「EICA尺 度 ・成人版 」 は 、信 頼性 と内的整 合性 の保 たれ てい る こ とが検 証 された 。

筆者(2000)が 作 成 したBP・NP尺 度原 版 は、BP尺 度 とNP尺 度 の 二次 元的 な尺 度 であ るの で、 両尺 度 に

つ い て再 び下位 因子 を決 定 し、信 頼 性 及 び内 的整 合 性 を検 討 す る こ とに した 。 まず 、BP尺 度 の 下位 因子

を決 定 す る ため 、 主成 分 分析 を行 っ た と ころ、 三 因子 解 が 最 も統 一 した解 釈 が可 能 に な った(Table1)。

信 頼係 数 は α=0.89で あ り、尺 度全 体 に高 い信 頼 性 が得 られ た。項 目の 内容 を検 討 しそ み る と、 第 一因 子

は 「生命 感 の 充実 ・希望 」、第 二 因 子 は 「自然 的共 生」、 第 三因 子 は 「連帯 感 」 と、予備 調 査 にお け るBP

尺 度 原版 の3つ の下位 尺度 の概 念 に適 合 した 。 これ ら3つ の 下位 尺 度 を を まとめ た21項 目 を、 「BP尺 度 」 と

した 。次 に、NP尺 度 の主成 分分 析 を行 った と ころ、三因子 解 が最 も統 一 した解 釈 が可 能 に なった(Table2)。

信 頼係 数 は α=0.90で あ り、尺 度全 体 に高 い信 頼 性 が得 られ た。項 目の 内容 を検 討 して み る と、 第 一因 子

は 「生命 感 の喪失 ・絶 望 」、 第二 因子 は 「断絶 感」、 第三 因子 は 「機 械 的支 配」 と、 予備 調 査 にお け るNP尺

度 原 版 の3つ の下 位 尺度 の概 念 に適 合 した。 これ ら3つ の下位 尺 度 をを ま とめ た21項 目 を、 「NP尺 度 」 とし

た。 なお 、BP尺 度 とNP尺 度 、 及 び それぞ れ の下位 尺 度 の 間の相 関 をみ る と、BPとNPの 間 には0.61の 負 の

相 関が あ り、1%水 準 で有 意 で あ っ た。 また 、 「生命 感 の 充実 ・希 望」 と 「生 命感 の喪失 ・絶 望」 の間 に

0.67の 負 の相 関、 「連 帯感 」 と 「断絶 感」 の 間 に0.60の 負 の相 関が あ り、 いず れ も1%水 準 で 有意 で あ った。

この こ とは予 備調 査 の結 果 とも合 致 してい る。 これ らのBP尺 度 とNP尺 度 を ま とめて 「BP・NP尺 度 」 と呼

ぶ こ とにす る。

T8blelBP尺 度 の 主 成 分 分 析 結 果

BP尺 度 F1 F2 F3

第一 因子 生命感 の充 実 ・希 望

43.自 分 の生 き る力 を信 じてい る O.77

49泊 分 は活 力 に満 ちて い る と思 う(他7) 0.73

第二 因子 自然 的共 生

35.生 き物 や 自然 と接 す る こ と に幸せ を感 じる 0.78

17,生 きてい る動 物 に親 しみ を感 じ、 可 愛 が る(他6) 0.75

第 三因子 連 帯感

27,思いや 考 え を率 直に 話す こ との で きる相 手 が い る 0.78

3.心 が通 じ合 ってい る と思 え る相手 が い る(他2) 0.78
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TaUo2NP尺 度 の主 成 分分 析 結果

NP尺 度 F1 F2 F3

第 一 因子 生 命感 の喪 失 ・絶 望

32.生き てい る こ とは苦 痛 で しか な い と思 う 0.73

8.自分 には生 きてい く自信 が な い(他8) 0.73

纂二因子 断絶感

22誰 に対 して も心か ら打 ち飾 け て話 す こ とが で きな い 0.78

16誰 と何 を話 してい て も心 か ら楽 しい と感 じ られ な い(他4) 0.68

第 三 因子 機 械的 支 配

42.人 を 自分 の 意 思 に従 わ せ る こ とが で き れ ば 非 常 に満 足 す る 0.80

6.権 力で人 を動 か してみ た い と思 う(他3) 0.76

2)自 傷 ・他 害 の 相 関

自傷 欲 求 と他 害欲 求 、 自傷 経験 と他 害 経験 は と もに正 の相 関 を持 ち、相 関係 数 はそ れぞ れ0。61、0.42で 、

いず れ も1%水 準 で有意 で あ った 。 この こ とは、 自傷傾 向 の高 い者 は他 害 傾 向 も高 く、特 に欲 求 の レベル

にお い ては両 者 が相 互 に関係 しあ って いる こと を示 してい る。 これ は、先 に述 べ た 自傷 と他 害 の オ ーバー

ラ ップ を実証 してい る。 また、 自傷 欲 求 と自傷 経 験 の 間 に0.73、 他 害欲 求 と他 害経 験 の 間 に0.65と い う高

い正 の相 関 が あ り、 いず れ も1%水 準 で有 意 で あ った。 よっ て、 自傷 ・他害 と もに、 欲求 を持つ 者 が行 為

に至 る可 能性 が非 常 に高 い こ とが わか った。 逆 に、行 為 に至 る前 に 自己の欲 求 を意識 して い る者 が多 い と

い う ことで あろ う。

3)親 子 関係 と自傷 ・他 害 との 関係

EICA尺 度 の 下位 尺 度 と自傷 ・他 害 との関係 を検 討 す るた め、 全 被験 者 を下位 尺 度 の得 点 の平均 値 で分

別 し、高群 と低群 の 自傷欲 求 ・自傷経 験 ・他 害欲 求 ・他害 経験 にお け る平均 値 の差 をT検 定 で比 較 した 。

◆ 母親 の養 育 態度 との関係

情 緒 的支 持 にお け る高 群 は低 群 よ りも、他 害欲 求 得 点 及 び他 害 経験 得 点 が 有 意 に低 か っ た(他 害 欲 求

F=14.34,p<0.Ol,他 害経 験F=6.21,p<0.01)(Figure1)。 統制 にお い ては、 高群 が 低群 よ り も、 自傷 欲求 、

他 害 欲 求、他 害 経 験 の得 点 が有 意 に高 か っ た(自 傷 欲求F=5.39,p<0.05,他 害 欲 求F=5.28,p<0.05,他 害

経 験F=0.16,p<0.05)(Figure2)。 以 上 よ り、母 親 の情緒 的 なサ ポ ー トを受 けて い る と感 じてい る者 は他 害

欲 求 、他 害経 験 が少 な く、母 親 の情緒 的支持 が子 供 の他 害 を低 め る もので あ る こ とが わか る。 子供 が何 ら

かの ス トレス 状況 にあ る時、 じっ くり と話 を聞 い て くれ る母 親が い る と、子供 は情 緒 的 な安 定 を取 り戻 し、

他 者 に対 して アグ レ ッシ ョンを感 じる こ と も少 な いの であ ろ う。逆 に、母 親 の情緒 的 支持 が欠 如 して い る

場 合 は、子 供 は愛 情 に対 して欲 求不 満 を募 らせ 、 その はけ 口 と して他 者 に対す る攻撃性 を強め る ので は な

いか と思 わ れ る。 また、 統制 の 強 い母親 を持 つ 者 はそ うで ない 者 よ りも自傷欲 求 、他 害欲 求、他 害経験 の

得 点 が高 い。 母親 の支配 や過 干 渉 は子供 に とって あ る種 の攻 撃 と して認知 され、攻 撃 され た子 供 はそ の復

讐 と して、 自他 に対 す るア グ レ ッシ ョンを高 め るの であ ろ う。
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◆ 父親 の養育 態度 との 関係

統 制 の因 子 にお け る高群 は低 群 よ りも自傷欲 求 、 自傷 経 験 、他 害欲 求の 得 点が 有意 に高 か っ た(自 傷欲

求F=0.67,p<0.05自 傷経 験F=2.36,pく0.05他 害 欲求F=4.42,p<0.05)。 父 親 の支 配が 強 い と、母 親 の場

合 と同様 に子供 は それ を攻 撃 と認 知 し、 自他 に対 す る アグ レ ッシ ョン を高 め るの で はな いだ ろ うか。 この

こ とか ら、 主 に、両 親 の統 制 は 自傷 ・他 害 の傾 向 を高 め る とい う ことが わか った 。両 親 の過干 渉 や支 配的

な言動 は子供 へ の攻 撃 と して受 け取 られ、 子供 に恨 み や復 讐心 が 起 って、 そ れが 自傷 ・害 傾 向 に発 展 す る

と考 え られ る。 また、 情緒 的支 持 の高 い母 親 を持 つ子 供 は、不 必 要 にス トレス を感 じた りアグ レッシ ョン

を高 めた りす る こ とな く、 したが って 自傷 ・他 害 の傾 向 を持 つ こ とも少 な い もの と思 われ る。

4)親 子 関 係 とバ イ オ フ ィ リア ・ネ ク ロ フ ィ リア と の 関 係

EICA尺 度 の 下位 尺 度 と、BP・NP傾 向 との 関係 を検 討 す る た め、全 被 験者 をEICA尺 度 の 下位 尺 度 の得

点 の平均 値 で高 群 と低 群 に分 別 し、BP尺 度 と3つ の下位 尺 度 、NP尺 度 と3つ の下位 尺 度 にお け る平 均 値 の

差 をT検 定 で比 較 した。

◆ 母親 の養 育 態度 との関係

情 緒 的支持 にお け る高群 は低群 よ りも有 意 にBP得 点が 高 く、NP得 点が 低 か った(BP:F=0.71,p<0.01

NP:F=0.85,p<0.Ol)(Figure3)。 下 位 因子 別 に見 る と、 情緒 的支 持 の高 群が 低群 よ りも、BPで は 「連帯

感 」、 「自然 的共 生 」 の得 点 が高 く(連 帯感:F=0.22,p<0.Ol自 然 的 共生:F=L68,p<0.Ol)、NPで は

「生 命 感 の喪 失 ・絶 望 」、 「断 絶 感 」、 「機 械 的 支 配 」 の 得 点 が 有 意 に低 か っ た(生 命 感 の喪 失 ・絶 望:

F=1.84,p〈0.05断 絶感:F=0.10,p<0。Ol機 械 的支 配:Fニ1.35,p〈0.Ol)。 以 上 よ り、母 親 の情 緒 的支持

が 、子 供 のバ イ オ フ ィラス な傾 向 を高 め、 逆 に ネ クロ フ ィラス な傾 向 を弱 める こ とが わか った。 母親 が子

供 の話 を じっ く り聞 い た り、 理解 を示 した りす る こ とが 、子 供 の人 問 に対 す る繋 が りの感 覚 や生 命へ の思

いや りを育 み 、子 供 は孤独 感 や他 人へ の支 配 的 な欲 求 を感 じな くて も済 む ので は ない か と思 わ れ る。統 制

の高群 は低 群 よ りも、NP得 点 が有 意 に高 く(Figure4)、 下位 尺度 で は 「生 命 感 の喪失 ・絶 望 」、 「機械 的支

配 」 の得 点 が 高 か った(NP:F=0.55,pく0,01生 命 感 の 喪失 ・絶 望:F=254,p〈0.01機 械 的 支 配:

F=0.00,pく0。05)。 以 上 よ り、母 親 の厳 しく支 配 的 な態 度 は、 子 供 の人 生 に対 す る態 度 をネ ガテ ィヴ な方

向 に助 長 し、他 者 を支配 す る力へ め 憧憬 を強 め る こ とが わか った 。母親 が子供 に対 して何 か と干 渉 した り、

規 則 や罰 で拘 束 した りす る と、子 供 は人生 を楽 しむ こ とを学 ぶ ことな く、面 白み のな い生活 の 中で 次 第 に

生 命感 を減 退 させ て しま うのか も しれ ない。 そ して 、 自分 自身 に 向け られ た支 配 を他 者 へ 向け る こ とに よ

って、 無力 感 か ら抜 け出 そ う と して い るのか も しれ ない。
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◆ 父 親 の養 育態度 との関係

情 緒 的 支持 の 高群 は低 群 よ り も、BP得 点 が 有 意 に高 く、NP得 点 が 低 か った(BP:F=0.05,p<0.Ol

NP:F=0.83,p<0.05)。 下位尺 度 で はBPの 「連帯感 」 の得 点 が高 く、NPの 「生命 感 の喪 失 ・絶望 」、 「断 絶

感」 の得 点が 低 か っ た(連 帯 感:F=0.02,p<0.01生 命感 の喪 失 ・絶望:Fニ3.09,pく0.05断 絶 感:

F=0.70,p<0.05)。 つ ま り、 父親 が 子供 に対 して優 し く耳 を傾 け る態度 で 接 す る こ とが、 人生 に対 す る絶

望感 を弱 め 、逆 に子供 の 人 との繋 が りの感 覚 を強 め て、子 供 の心 を支 える もの とな ってい るの であ ろう。

統 制 の高 群 は低群 よ り も、NP得 点 が有 意 に高 く、下位 尺 度 で は 「生 命感 の喪失 ・絶望」、 「機械 的支配 」

の得 点 が高 か っ た(NP:F=0,40,p<0。Ol生 命 感 の喪 失 ・絶望:F』1.76,p<0.05機 械 的 支配:F=1,32,

p<0.05)。 母 親 の場 合 と同様 に、 父親 か ら規 則 や罰 で 支 配 され てい る子供 は人生 を楽 しむ こ とが で きず 、

逆 に人生 が くだ らない もの に感 じられ、 生 き生 き した感 情 を失 っ て しまう と考 えられ る。 また 、厳 しい 態

度 を とる父 親 に対 し、子 供 は意識 的 ・無 意識 的 に敵 意 を募 らせ 、 それが 他 者へ の支 配欲 とな って意識 され

る ように なるの で はない だ ろ うか。

◆ ま とめ

両 親が 子供 の話 を よ く聴 いた り、 子供 に一体感 を抱 い て いつ も子 供 のそ ば に居 たが った りす る と、子供

は両 親が 自分 を愛 してい るこ と を感 じ、 人生 に希 望 を持 ち、人 との 繋が りを大 切 に思 った り、他 の 生命 を

愛す るこ とを学 んで ゆ く。 しか し、 逆 に両親 が規 則 や罰 で子 供 を縛 り、常 に厳 しい 態度 で子 供 に接 して い

る と、子 供 は両 親か ら愛 されて い る とい う よ り、攻 撃 を受 けて い る と感 じる。 その 結果 、 その ような子 供

は人 生 を悲観 的 に しか捉 え られ な くな り、 人の温 か み を感 じる こ とが で きず、孤 独 と絶 望感 を募 らせて ゆ

くで あ ろ う。そ して 、 そ うい った子供 は両親 及 び他 者 に対 して 敵意 を抱 くよう にな る。 また、 支配 されて

い る無力 感 を克服 す る為 に、他 者 を支配 す る力 に憧 れ て行 くか も しれな い。 そ こか ら、 他 者 を物 体 の よ う

に自分 の思 い通 りに した い とい う欲 求が大 き くなっ て行 くの で はな い だろ うか。

5)バ イ オ フ ィ リア ・ネ ク ロ フ ィ リア と 自傷 ・他 害 との 関 係

BP・NPと 自傷 ・他 害 との関係 を検 討 す るため 、全 被 験 者 をBP・NPと その6つ の下 位尺 度 の平均 値 で そ

れぞ れ 高群 と低 群 に分 別 し、 自傷 欲 求 ・自傷経 験 ・他 害 欲 求 ・他 害経 験 にお け る平均 値 の差 をT検 定で 比

較 した。

まず 、BP尺 度 と自傷 ・他 害 との 関係 をみ る と、BP尺 度 にお ける高 群 は低 群 よ り も、 自傷欲 求 、 自傷 経

験 、他 害 欲 求 に お いて 有 意 に得 点 が低 か っ た(自 傷 欲 求:F=7.74,p<0,01自 傷 経 験:F=3.45,p<0.05

他害 欲 求:F=0.38,p〈0.05)(Figure5)。BPの 下位 尺度 別 にみ る と、 「生命 感 の充 実 ・希 望」 にお け る高 群

は低 群 よ りも、 自傷 欲 求 得点 が 有意 に低 か っ た(F=7.11,p<0.05)。 また、 「自然 的 共生 」 にお け る高群 は

低群 よ りも、 他 害経 験 得 点が 低 く(F=0.Ol,p<0.05)、 重度 自傷 経験 の得 点が 有意 に高 か っ た(Fニ13.80,
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p<0.05)。 この ことか ら、 バ イ オ フ ィラス な傾 向 の 強い 者 は そ うで ない 者 よ り、 自傷 ・他 害 の欲 求 が 少 な

く、 それ らの経 験 も して い ない とい う こ とが わか る。 人生 を生 き生 きと楽 しみ、 未来 に希 望 を持 ち、 他者

との心 の繋 が りを大切 に してい る人 間 は、 自分 や他 者 を傷 つ け る必 要 が ない とい う こ とで あ ろ う。 また 、

他 の生 命へ の思 い や りが強 い者 は そ うで ない者 よ りも、重 度 の 自傷行 為 の経験 を してい る こ とが示 され た。

彼 らは、 自分 自身 を深 く傷 つ け た過去 の経 験 に よ って生命 の 大切 さを考 え直 し、 他 の生命 もま た大切 にす

る よ うにな った のか も しれ ない。 また、 た とえ他 害欲 求 を抱 い た と して も、他 者 の思 い や りがそ れ を抑制

し、 ア グ レッシ ョンの方 向が 自分 自身 に置 き換 わ って 、 自傷 に至 った と も考 え られ る。

次 に 、NP尺 度 と自傷 ・他 害 との 関係 をみ る と、NP尺 度 に おけ る高 群 は低 群 よ りも、 自傷 欲 求 、 自傷経

験 、他 害 欲求 、他 害経 験 にお いて 有意 に得 点が 高 か った(自 傷 欲 求:F=20.79,p<0.01自 傷経 験:F=1.78,

pく0.01他 害欲 求:F=615,p<0.01他 害経 験:F=4.43,p<0.Ol)(Figure6)。NPの 下位 尺度 別 にみ る と、

「生命 感 の 喪失 ・絶 望 」 の高群 は低 群 よ りも、 自傷 欲 求 、 自傷経 験 、 他 害欲 求、 他 害経 験 の得 点 が有 意 に

高 く(自 傷欲 求:F=13.48,pく0.01自 傷 経験:F=2.65,p<0.01他 害 欲求:F=8.37,p〈0.Ol他 害経 験:

F=0.69,p<0.Ol)、 「断 絶感 」 にお け る高群 は低 群 よ り も、 自傷欲 求 、他 害欲 求、他 害経 験 の得 点 が有 意 に

高 か った(自 傷 欲 求:F=491,p〈0.Ol他 害欲 求:F=3.28,p〈0.01他 害経 験:F=4.74,p〈0.01)。 また、

「機械 的 支 配」 にお け る高群 は低群 よ り も、 自傷 欲 求、 自傷 経 験 、他 害 欲求 、他 害 経験 の得 点が そ れ ぞれ

有 意 に高 か っ た(自 傷 欲 求:F=5.19,p<0.Ol自 傷 経験:Fニ2.38,p<0.Ol他 害 欲 求:F=18.00,p<0.Ol

他 害 経験:F=ll.78,p〈0.Ol)。 す なわ ち、 ネ クロ フ ィラス な傾 向 の高 い者 はそ うで ない者 よ り も、 自傷 ・

他 害 の欲 求 を強 く抱 き、そ れ らの経 験 も多 くなる こ とが わか った 。人 生 に対 す る無 力感 や絶 望 、周 囲 か ら

の疎 外感 を強 く感 じて い る人間 は、 そ の無 力感 や 虚 しさを補 償す る為 に世 界 や他 者 に対 す る支 配欲 を強化

させ 、それ を 自傷 ・他 害 に よって達成 し、絶望 や孤 独 を埋 め よう と して い るので は ない だろ うか。つ ま り、

他 者 や社 会 を攻 撃 し、 自分 の思 い通 りにす る こ とに よっ て、 自己 の力 を示 し、 自分 を拒 絶 した 世界 に対 し

て復 讐 しよ う とす る試 みが 「他 害」 なのか も しれ ない 。 また、 自分 の無 力 感や孤 独 を一時 的 に しろ紛 らわ

す為 に、 自分 自身 を傷 つ け、 自己 の身 体や感 覚 を自己 の コ ン トロー ル下 に置 こ う とす る行 為が 「自傷 」 な

の で はない だ ろ うか。

要す るに 、 自傷 ・他 害 は、 自分 を受 け入 れ ない世 界 に対 す るア グ レ ッシ ョンの は け 口で あ る と同時 に、

自己の 無力 感 、絶 望、 孤独 の恐 怖 か ら免 れ る為 に選 ばれ る手段 なの であ ろ う。 しか し、実 際 はそ の こ とに

よっ て 自己の虚 しさか ら完 全 に解 放 され るわ けで は な く、 場合 に よって はい っそ う虚 しさ を強 め る こ とに

もな るで あ ろ う。 な お、 ネ クロ フ ィラス な傾向 の 強 い者が 自傷 ・他害 に走 らない よう にす るに は、バ イオ

フ ィラス な傾 向 を育 て る こ とが重 要 であ る と思 われ る。 その為 、 彼 を暖 か く受 け入 れ、再 び世 界 や人 間に

対 す る信頼 感 を取 り戻 させ て くれる ような他者 の 存在 や 、生 きる こ との意味 が感 じ られ る よ うな対象 を見

出す ことが 必 要 とな っ て くるであ ろ う。
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6)自 傷 ・他害欲求及び自傷 ・他害経験によるグループ比較

被験者を自傷経験と他害経験の平均値で分け、自

傷 ・他 害 と もに得 点 の高 い群(両 高 群)、 自傷 が 高 く

他 害 の低 い群(自 高他 低 群)、 自傷 が 低 く他 害 の 高

い群(自 低 他 高群)、 自傷 ・他 害 と もに得 点 の低 い群

(両低 群)の4つ の グル ー プを作 っ た。 そ して 、EICA

の下 位 尺 度 とBP・NP尺 度 及 びそ の下 位 尺 度 に つ い

て、 自高 他 低 群 と 自低 他 高 群 の 平均 値 の差 をT検 定

で比 較 した。 そ の結 果 、 自高他 低 群 の 方 が 自低他 高

群 よ りも、 自然 的共 生 の得 点 が 有 意 に高 く、 機 械 的

支配 の得 点が 有意 に低 か った(自 然 的共 生:Fニ1.90,

p<0.05機 械 的 支配F=1.24,p<0.Ol)(Figure7)。 自

傷 経 験 の多 い 者 は、 他 の生 命 に対 す る思 い や りが 強

く、 アグ レッ シ ョン を感 じた と して も直接 他 者 へ 向

け られ ず 、代 わ りに 自分 自身 を傷 つ け る もの と思 わ

れ る。 そ うい っ た者 は他 者 を感情 を持 つ 人 間 と して

思 い や っ てい るので 、無 生 物 の よ うに他 者 を支 配 し

たい とい う欲 求 を持 つ こと も少 な いの で あ ろ う。逆
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に、自傷 経 験が少 な く他 害経 験 の多 い 者 は他 者 を無機 質 な物 体 の ように扱 い たい とい う願望 を持 ってお り、

生 命 や人 に対 す る思 いや りに欠 けて い る。 その思 い や りの無 さ こそ、他 者 を傷 つ け る傾 向 を助 長 して い る

ので はな いだ ろ うか。

6.お わ りに

本研 究 の結 果 か らは、両 親 の情 愛 の有無 が 子供 の心 に与 え る影響 が非 常 に大 きい とい うこ と、養 育者 の

情 愛 の欠如 に よって現在 の 自傷 ・他 害 とい う深 刻 な事 態 が生 じてい るこ とが 予測 され る。 した が って、 す

で に自傷 ・他 害の傾 向 を強め てい る ク ライエ ン トに遭 遇 した際 は、 セ ラ ピス トは母性 的 な暖 か さで もって

接 し、 統制 的 な態度 を極 力 控 え る とい う面 接 の あ り方が 望 ま しいの で は ないか と推 察で きる。 セ ラ ピス ト

が 部分 的 に親 の代理 を果 た し、 ク ライエ ン トの欲 求 を満 足 させ る よ う努 め る こ ともあ るか も しれ ない。 い

ず れ に して も、 自傷 ・他 害 の ク ライ エ ン トとの面接 にお い て は、そ の問題 が情 愛 の 欠如 にあ り、そ の絆 を

ど うや って取 り戻 してゆ くが重 要 な 問題 となっ て くるで あ ろ う。本研 究 で は、両 親 の養 育態 度 とネ クロ フ

ィ リア に焦 点 を当 て、 自傷 ・他 害 との関連 を論 じて きた。現 段 階で は、 自傷 ・他 害 の治 癒 に有効 で あ る と

思 わ れるバ イ オ フ ィ リア の概 念 や 、バ イ オ フ ィラス な傾 向 を促 進す る もの 、す な わち生命 に対 す る 「情愛 」

を育 む要 因 につい て関心 を寄 せ つ つ あ る。 また 、今 後 は 臨床 の場 に おけ る 自傷 ・他 害 の事 例 を取 り上 げ、

治 療 的な 関わ りにつ いて研 究 して い きた い と考 えて い る。

<注>

1)近 年では 「精神薄弱」 とい う言葉は用 いられず、「知的障害」 とい う言葉が用 い られる。
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AStudyofTheDesiresandExpe㎡encesofWolmding

OneselforOthers.

ISHIMITSU,Miki

Thepurposeofthispaperistoexaminethefbmlative.pr㏄essofwoundingoneselforothersfbcusingona

parenレchildrelationshipandapsychologicalfactors.Altoughselfi取luredandwoundingothersarequitedeff¢rentin

thedirection,bothofthemhavemuchincommon,soitisest㎞atedthatthepowerofdeathagainstlif¢isoperating

behindsuchaphenomenon.Ipaidattentiontoconcepts,「 「Biophilia"and「Necrophilia「'proposedbyE.Fmmm(1965),

andImadeasca葦eof"BiophilialNecrophilia(BPlNP)"onthebasisofhisdescription.Iexaminedthecorrelation

amongBP!NP,aparent-childrelationship,woundingoneselforothersusingaquestionnairesurbey。Asaresult,I

fbundoutapositivecorrelationbetweenself-i可uredandwoundingothers,soitisassumedthattheyexistatthesame

time.Whenparents'emotionalsuppo丘isweakandtheircontrohsstrong,itisfbundthaUhereissomepossibility

thatchildepeゴstendencytonecrophiliagrowspowe血1andtheyare1皿(e】ytowoundthemselvesorothers。Onthe

otherhand,itisprovedthatparents'emotlonalsupportbringsouttheirchildren'stendencytobiophiliaandsuch

childrenhaldlywoundthemselvesandothers.Fromtheabove,clinically,itissuggestedthatamotherlycarewhich

allowsclientstofeelemotionalsupportandwarmthiseffbctiveinthetreatmentofwoundingoneselforothers.


